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一 

昭
和
二
十
六
年
七
月
十
二
日
建
設
省
は
、
茨
城
県
知
事
友
末
洋
治
、
同
県
土
木
部
長
後
藤
勝
三
、
同
県
総
合
開
発
審
議

室
主
査
井
上
淸
太
郞
、
同
県
北
相
馬
郡
文
村
長
鈴
木
仁
一
郞
及
び
同
県
同
郡
東
文
間
村
長
加
納
久
顯
君
を
招
き
、
衆
議
院

議
員
小
野
瀨
忠
兵
衞
、
同
橋
本
登
美
三
郞
両
君
立
会
の
下
に
、
「
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
の
理
由
に
つ
い
て
」
と
「
路
線
選

定
の
理
由
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
を
発
表
し
た
。 

そ
の
席
上
橋
本
登
美
三
郞
君
か
ら
次
の
よ
う
な
要
請
が
建
設
省
当
局
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
小
貝
川
合
流

点
附
替
え
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
十
四
年
に
確
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
富
永
案
が
あ
り
、
当
局
は
昭
和
二
十
五
年
三
月

ま
で
該
案
に
よ
つ
て
着
工
す
べ
き
こ
と
を
固
執
し
て
い
た
。
そ
れ
を
改
変
し
た
理
由
と
更
に
他
に
も
二
、
三
研
究
さ
れ
た

案
が
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
各
々
の
案
の
利
害
得
失
を
比
較
対
照
し
て
本
案
が
技
術
的
に
最
善
で
あ
る
と
結
論

し
た
理
由
を
更
に
敷
衍
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
作
成
し
て
関
係
町
村
に
配
付
し
て
検
討
さ
せ
る
こ
と
。
」
と
い
う
主

意
の
も
の
で
あ
り
、
建
設
省
当
局
は
、
こ
れ
を
承
認
し
、
更
に
八
月
二
十
日
に
茨
城
県
庁
に
お
け
る
小
貝
川
総
合
開
発
委 

小
貝
川
合
流
点
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替
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に
関
す
る
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主
意
書 
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三 

昭
和
二
十
七
年
一
月
九
日
茨
城
県
北
相
馬
郡
取
手
町
に
お
い
て
、
建
設
技
監
稻
浦
鹿
藏
、
建
設
省
治
水
課
長
伊
藤
剛
、

同
省
関
東
地
方
建
設
局
長
末
松
榮
、
同
省
同
局
庶
務
部
長
宮
内
潤
一
、
同
省
利
根
川
下
流
工
事
事
務
所
長
梶
谷
薰
及
び
茨

城
県
筑
波
郡
上
郷
村
土
田
右
馬
太
郞
君
の
招
き
に
よ
り
、
同
県
北
相
馬
郡
布
川
町
長
山
田
正
雄
君
が
出
頭
の
際
、
山
田
正
雄 

二 

前
項
の
文
書
に
添
附
し
た
図
面
に
誤
謬
が
あ
つ
た
こ
と
を
茨
城
県
北
相
馬
郡
布
川
町
長
山
田
正
雄
君
よ
り
指
摘
さ
れ
、

且
つ
、
か
か
る
重
大
な
計
画
に
必
要
な
図
面
に
誤
謬
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
実
地
調
査
不
充
分
の
証
左
で
あ
る
の
で
、
本
計

画
は
信
賴
す
る
に
足
ら
ず
、
又
、
責
任
者
は
懲
戒
処
分
に
附
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ん
ら
の
措
置
を
取
ら
な
い
理
由
如
何
。 

員
会
小
委
員
会
（
委
員
長
小
野
瀨
忠
兵
衞
君
）
に
お
い
て
文
村
長
鈴
木
仁
一
郞
君
よ
り
重
ね
て
督
促
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら

ず
、
八
箇
月
経
過
し
た
今
日
な
ん
ら
の
措
置
も
取
ら
な
い
理
由
如
何
。 

な
お
、
図
面
に
誤
謬
の
あ
つ
た
こ
と
は
参
議
院
議
員
田
中
一
君
に
よ
つ
て
建
設
省
当
局
が
そ
れ
を
認
め
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
あ
る
。 

四 

 



 

四 

昭
和
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
茨
城
県
北
相
馬
郡
布
川
町
役
場
に
お
い
て
、
建
設
省
利
根
川
下
流
工
事
事
務
所
長
梶
谷

薰
、
同
省
関
東
地
方
建
設
局
龍
ヶ
崎
出
張
所
長
大
出
由
一
君
同
席
の
下
に
、
同
省
同
局
庶
務
部
長
宮
内
潤
一
君
に
対
し
一

月
十
二
日
北
相
馬
郡
東
文
間
村
長
加
納
久
顯
、
同
布
川
町
長
山
田
正
雄
、
同
文
村
長
鈴
木
仁
一
郞
連
名
を
も
つ
て
建
設
大

臣
に
手
交
し
た
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
反
対
陳
情
書
の
写
を
交
付
の
上
、
文
書
を
も
つ
て
責
任
あ
る
回
答
を
要
求
し
た
と

こ
ろ
必
ず
文
書
を
も
つ
て
回
答
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
な
ん
ら
の
措
置
を
取
ら
な
い
理
由
如
何
。 

君
よ
り
建
設
技
監
稻
浦
鹿
藏
君
に
次
の
ご
と
き
質
問
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち 

「
小
貝
川
だ
け
を
抽
き
出
し
て
考
え
る
と
き
に
は
合
流
点
を
附
け
替
え
る
こ
と
に
合
理
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
路
線
に
ど
の
案
を
取
つ
て
も
効
果
は
大
同
小
異
で
あ
つ
て
、
脊
割
堤
に
よ
る
路
線
が
技
術
的
に
最
善
で
あ
る
と

い
う
絶
体
的
な
理
由
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
」
と
。 

こ
れ
に
対
し
て
建
設
技
監
は
「
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
」
と
回
答
し
た
が
、
し
か
ら
ば
第
一
項
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の

作
成
は
不
可
能
と
な
る
と
思
う
が
、
如
何
。 

五 

 



 

 

六 
五 
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
関
係
昭
和
二
十
六
年
度
予
算
の
使
途
に
つ
い
て
疑
惑
の
風
評
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
公
開
可
能

か
。
あ
る
い
は
茨
城
県
北
相
馬
郡
布
川
町
長
山
田
正
雄
君
に
関
係
帳
簿
の
閲
覽
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

な
お
、
山
田
正
雄
は
国
家
公
務
員
法
附
則
第
九
條
に
よ
る
試
験
一
九
類
予
算
会
計
の
合
格
者
で
あ
る
。 

六 

昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
付
毎
日
新
聞
に
「
小
貝
川
放
水
路
を
着
工
」
の
見
出
し
で
「
来
週
早
々
に
立
退
通
告
」
と
い

う
非
常
識
且
つ
誇
大
な
記
事
を
載
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
新
聞
関
係
者
は
建
設
省
当
局
の
発
表
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
弁
明

し
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
る
か
。
又
、
か
か
る
記
事
に
よ
つ
て
民
心
を
動
搖
さ
せ
て
も
政
府
は
意
に
介
し
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


